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主論文 

Significance of bacterial culturing of prophylactic drainage fluid  

in the early postoperative period after liver resection for predicting  

the development of surgical site infections 

 

手術部位感染の予測因子としての肝切除術後早期のドレーン排液培養の有用性 

 

   Kohei Ishioka, Daisuke Hokuto, Takeo Nomi, Satoshi Yasuda, Takahiro Yoshikawa,  

Yasuko Matsuo, Takahiro Akahori, Satoshi Nishiwada, Kenji Nakagawa, Minako 

Nagai, Kota Nakamura, Naoya Ikeda, Masayuki Sho. 

Surgery Today. 2018 June;48(6):625-631. 



論文審査の要旨 

 

肝切除において、胆汁漏や手術部位感染は高率に発生するが、肝切除術後早期のドレ

ーン排液培養結果と手術部位感染の発生の因果関係は明らかではない。本研究では、肝

切除術後１日目のドレーン排液培養結果が手術部位感染の予測因子になりうるか検討

した。対象は 2014 年 1 月から 2016 年 12 月までに肝切除術を行った 195 例。全例で術

後１日目にドレーン排液を培養検査に提出し、ドレーン排液培養陽性結果と手術部位感

染の発生の関連性について評価した。 結果、ドレーン排液培養陽性結果における周術期

のリスク因子を多変量解析で検討すると、消化管合併切除が独立したリスク因子であっ

た (オッズ比:24.4，P =0.006)。また、手術部位感染における周術期のリスク因子を多変

量解析で検討すると、術後１日目のドレーン排液ビリルビン値が 3mg/dL 以上 (オッズ

比:4.72，P =0.002)とドレーン排液培養陽性結果 (オッズ比:26.1，P =0.006)が独立したリ

スク因子であった。胆管空腸吻合あるいは消化管合併切除を行なっていない症例での検

討では、ドレーン排液培養陽性と手術部位感染の因果関係は認めなかった。肝切除術後

1 日目のドレーン排液培養陽性は手術部位感染と相関関係を認めたが、消化管に関与し

た手技を行なっていない症例では因果関係は認めなかったと結論づけている。 

 公聴会での発表は明快でわかりやすく、質疑では、高ビリルビン血症と排液ドレーン

のビリルビン値の関連性、消化管合併症例における同時手術の方向性、合併症発生と関

連する術前因子の関与、報告されている創部感染のリスクファクターと本研究の結果と

の関連性、肝切除術での創部感染の予防法、消化器外科手術におけるドレーン管理など

についての質問がなされ、各質問に対し的確に回答していた。 

 肝切除術の周術期管理における意義のある研究で博士課程の学位に値する研究であ

ると評価する。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに消化器機能制御医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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